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『覚えておきたい!家事の基本大百科』まめこ/著 

  扶桑社（一般）590/マ 

 

『100 歳まで自分の歯を残す 4 つの方法』  

  齋藤 博/著 木野 孔司/監修 講談社（一般）497.9/サ 

 

『李映林、季節の仕込みもの』 李 映林/著  

          グラフィック社（一般）596/リ 

 

『掃除のプロが教えるメラミンスポンジスゴ落ちの裏ワザ』 

大津 たまみ/著 青春出版社（一般）597.9/オ 

 
 

 

 

『あめがふってきたよ』  
アリー･サーフォゾ/文，ケイコ･ナラハシ／絵，木坂 涼／訳 

徳間書店 （児童）E/ナ  

『へんしんおてんき』         
あきやま ただし/作・絵 金の星社 （児童）E/ア 

 

『雨ふる本屋』         
日向 理恵子/作 吉田 尚令/絵 童心社 （児童）913/ヒ 

 

『すごすぎる天気の図鑑 空のふしぎがすべてわかる!』  
荒木 健太郎/著 KADOKAWA （児童）451/ア 

 

 

 
 

 

      

 

 

 

          

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30       

＝休館日 

●開館時間  

９：３０～１８：３０ ★６月の図書館カレンダー 

＝おはなしのじかん 

14：00～14：30          

14：00～１４：30 
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 ●今月の特集のテーマは・･･ 

『まほうのかさ』 

小沢 正/文 はた こうしろう/絵 教育画劇 E/ハ 

運動の苦手な いちろうは、体育をおやすみにする 

ためにまほうのかさで雨を降らせますが…。 

『あめがふってよかったね』 

よしい たかこ/作 石倉 ヒロユキ/絵 佼成出版 E/イ 

明日はいよいよ運動会！でもどこからか 

「あめ、ふれ！」という声が…いったい誰？ 

【６月の行事】  

雑誌リサイクル ★６月１日（土）★６月 29 日（土） 

※9：30～なくなり次第終了       

     

＝菊川読書の日 ２３日 

1 日 



『友だちがしんどいがなくなる本』   石田 光規/著  

     講談社 （一般） 361.4/イ 

スマートフォンの登場や、SNS の発達などで今と 

昔では友だちとの付き合い方がガラッと変わって 

きています。 

人間関係に疑問を感じている学生だけではなく、 

社会人まで幅広い年代に役立つ１冊です。 
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『しごとのどうぐ』  三浦 太郎/作  偕成社 （児童） Ｅ/ミ  

 

 

 

郷土資料『広報きくがわ縮刷版①』には、かつて発行されて 

いた“広報きくがわ”の昭和 30 年の創刊号から昭和 60 年の 

第 238 号までが掲載されています。 

今月は、「昭和４１年６月２０日に発行された広報きくがわ 

第５６号」からピックアップしました。 

『山中六彦さんに勲四等瑞宝章』 

５月３０日に町中央公民館で、山中六彦さんの勲四等瑞宝章を受

章の名誉を祝福する受賞祝賀会が開かれました。 

祝賀会には、田部高女時代の教え子や、長府の椿惣一翁などの有

志が集い、栄光をたたえたそうです。 

山中六彦さんは、昭和５０年４月に菊川名誉町民に選ばれてお

り、菊川町を代表する人物の一人です。 

『猫の結婚式』  安房 直子/文 西 淑/絵 

   あすなろ書房 （児童） 913/ア 

           ある日、“ぼく”は、のら猫のギンから結婚式の 

招待状を受けとり、気がすすまないまま結婚式に

向かいます。始まった結婚式で目にした、のら猫

の銀のお嫁さん、出てくる料理等に驚くばかり。 

一体どんな猫の結婚式だったのでしょうか。 

 

『しをかくうま』  九段 理江/著 文藝春秋 (一般) Ｆ6/ク  

馬を愛するわたしは、かつて馬と人類が 

一緒だった頃の関係を取り戻すために、両者に 

起こった歴史を学ぼうと、ある男を訪ねるのだった。

馬と人類が歩んだ壮大な歴史の物語。 

かなづち、まちばり、スパナ、包丁。道具が

たくさん描かれたページをめくると? 大工さ

ん、仕立屋さん、料理人、電気技師さん、時

計屋さんなど、さまざまな職業の人と仕事で

使う道具を紹介する絵本。 

菊川にまつわる“き・く・が・わ・あ・れ・こ・れ” 

着 

貸出中の場合は、予約をご利用ください。予約のお申込は、 

窓口や電話、図書館のホームページからも出来ます。 

 

書 新 

☆:.*。山中六彦さんの本は、菊川図書館にもあります。☆:.*。 

『山口県方言辞典』 山中六彦/著 Y/81/ヤ 

※地域資料のため、館内閲覧の資料です。 

 


